
別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

Ｒ４
うち
二毛作

Ｒ５
うち
二毛作

うち
二毛作

8,640 0 8,679 0 8,679 0
248 0 150 0 150 0

1,497 0 1,400 0 1,400 0
16 0 20 0 20 0
554 0 650 0 650 0
565 0 570 0 570 0
141 0 140 0 140 0
232 151 235 150 235 150

1,364 24 1,435 25 1,435 25
1,195 93 1,200 100 1,200 100

・子実用とうもろこし 1 0 1 0 1 0
4 2 4 2 4 2
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

241 1 250 20 250 20
・野菜 225 1 235 30 235 30
　　きゅうり 14 0 15 0 15 0
　　キャベツ 43 0 45 10 45 10
　　たまねぎ 6 0 8 0 8 0
　　ばれいしょ 26 0 21 0 21 0
　　にんじん 3 0 3 0 3 0
　　ねぎ 23 0 25 0 25 0
　　えだまめ 14 0 17 7 17 7
　　ほうれんそう 12 0 14 7 14 7
　　いちご 3 0 3 0 3 0
　　トマト 9 0 10 0 10 0
　　なす 4 0 4 0 4 0
　　未成熟そらまめ 3 0 4 0 4 0
　　にら 7 0 8 0 8 0
　　にんにく 6 0 6 0 6 0
　　かぼちゃ 16 0 12 0 12 0
　　アスパラガス 1 0 1 0 1 0
　　雪菜 2 0 3 0 3 0
　　その他野菜 33 0 36 6 36 6
・花き・花木 0 0 14 0 14 0
・果樹 16 0 1 0 1 0
・その他の高収益作物 0 0 0 0 0 0
　　小豆 0 0 0 0 0 0
　　たばこ 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
・その他 0 0 0 0 0 0

0 0 8 0 8 0

その他

畑地化

大豆
飼料作物

そば
なたね
地力増進作物
高収益作物

麦

作物等

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等
令和５年度の
作付目標面積等

主食用米
備蓄米
飼料用米
米粉用米
新市場開拓用米
WCS用稲
加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

対象作物 使途名 目標

1

2

3

4 麦、大豆、飼料作物、そば
戦略作物作業集積助成
（基幹作）
（二毛作）

戦略作物集積面積
戦略作物集積率

14

15

17

16

11

12

13

整理
番号

5

6

7

8

10

9

（令和５年度）
250ha

園芸重点振興作物奨励助
成
対象作物作付面積

（令和５年度）
155ha

きゅうり、キャベツ、たまねぎ、
ばれいしょ、ねぎ、えだまめ、
ほうれんそう、トマト　（基幹
作）

園芸作物等基本助成

園芸重点振興作物奨励助
成

野菜類、花き類、果樹類、雑
穀類、その他(基幹作)

園芸作物等基本助成
対象作物作付面積 新規

新規

（令和５年度）
２，３００ha
６５％

野菜類、花き類、果樹類、雑
穀類、その他(基幹作)【整理番
号１の作物】

園芸作物等作業集積助成
（基幹作）
（二毛作）

園芸作物集積面積
園芸作物の集積率

（令和４年度）
１８７ｈａ
３５％

（令和５年度）
２００ha
４０％

新市場開拓用米
新市場開拓用米低コスト加
速化助成

新市場開拓用米作付面積
低コスト取組面積（コメ新
市場開拓等促進事業を除
く。）

（令和４年度）
５５４ｈａ
２７ｈａ

（令和５年度）
６３０ha
５０ha

飼料用米 飼料用米集積化助成
飼料用米作付面積
飼料用米集積面積

（令和４年度）
１，４９７ha
１，２１９ｈａ

（令和５年度）
１，４００ha
１，１２０ha

（令和４年度）
２，２３３ha
６２％

新市場開拓用米
新市場開拓用米多収系品
種導入助成

新市場開拓用米作付面積
多収系品種作付面積
多収系品種単収

（令和４年度）
５５４ｈａ
１６３ｈａ
５６５．４ｋｇ/１０ａ

（令和５年度）
６５０ha
１８０ha
６１０㎏/10ａ

飼料作物 水田草地更新助成
草地更新取組面積
収穫数量

（令和４年度）
５０６ｈａ
１．０ｔ/１０ａ

（令和５年度）
５６５ha
１．１t/10ａ

飼料作物

耕畜連携助成
（資源循環・基幹作）
（資源循環・二毛作）
（水田放牧・基幹作）

耕畜連携（資源循環）取組面
積
飼料作物作付面積の内資源
循環に取り組んでいる割合
水田放牧取組面積

（令和４年度）
２８１ｈａ
２４％
１１ｈａ

（令和５年度）
２８０ha
24%
１２ha

二毛作助成（園芸作物等）
野菜類、花き類、果樹類、雑
穀類、その他(基幹作)【整理番
号１の作物】

二毛作の取組面積
園芸作物等（基幹作）作付
面積の内二毛作に取り組
んでいる割合

新規

麦、大豆、飼料作物、そば 二毛作助成（戦略作物）

二毛作の取組面積
戦略作物（基幹作）作付面
積の内二毛作に取り組ん
でいる割合

（令和４年度）
２７０ｈａ
１０．３％

主食用米作付面積
園芸作物作付面積

（令和４年度）
８，６４０ｈａ
２４２ｈａ

（令和５年度）
８，６７９ha
２５０ha

加工用米
加工用米低コスト加速化助
成

加工用米の作付面積
低コスト取組実施面積
生産費

（令和４年度）
１４１ｈａ
１４０ｈａ
97千円/10a

（令和５年度）
１５０ha
１４５ha
95千円/10a

（令和５年度）
２７５ha
１１.０％

野菜類、花き類、果樹類、雑
穀類、その他(基幹作)【整理番
号１の作物】

園芸作物等新規拡大加算

（令和５年度）
３０ha
１２％

新市場開拓用米
【国枠】新市場開拓用米助
成

取組面積
（令和４年度）
５５４ｈａ

（令和５年度）
６５０ｈａ

新市場開拓用米
【国枠】新市場開拓用米複
数年契約助成

取組面積及び契約数量
複数年契約取組面積・数
量

（令和４年度）
・作付取組：　　 ５５４ｈａ
　　　　　　　　３，１３９ｔ
・複 数 年：　　  ４７２ｈａ
　　　　  　　　２，６８２ｔ

（令和５年度）
・作付取組：　　 ６５０ｈａ
　　　　　　　　３，６００ｔ
・複 数 年：　　  ６２０ｈａ
　　　　  　　　３，５００ｔ

地力増進作物 【国枠】地力増進作物助成 作付面積
（令和４年度）
０ｈａ

（令和５年度）
１０ｈａ

そば 【国枠】そば、なたね助成 作付面積
（令和４年度）
１．８ｈａ

（令和５年度）
7.5ｈａ



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：宮城県

協議会名：登米市農業再生協議会

1 園芸作物等基本助成(基幹作） 1 10,000（上限16,000） 「別紙1」の作物のとおり 対象作物を生産・出荷・販売すること。

2 園芸重点振興作物奨励助成(基幹作） 1 5,000（上限8,000）
きゅうり、キャベツ、たまねぎ、ばれいしょ、ね

ぎ、えだまめ、ほうれんそう、トマト
対象作物を生産・出荷・販売すること。

3 園芸作物等作業集積助成(基幹作） 1 10,000（上限16,000） 「別紙1」の作物のとおり
①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②対象作物の作付面積（基幹作及び二毛作）の合計が３０ａ
以上であること。

3 園芸作物等作業集積助成(二毛作） 2 10,000（上限16,000） 「別紙1」の作物のとおり
①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②対象作物の作付面積（基幹作及び二毛作）の合計が３０ａ
以上であること。

4 戦略作物作業集積助成(基幹作） 1 5,000（上限8,000） 麦、大豆、飼料作物、そば

①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②対象作物の作付面積（基幹作及び二毛作）の合計が３ｈａ
以上（東和・津山地区は２ｈａ以上）であること。
③大豆については、別紙３に定める技術要件のうち、３つ以
上の取組を行うこと。

4 戦略作物作業集積助成（二毛作） 2 5,000（上限8,000） 麦、大豆、飼料作物、そば

①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②対象作物の作付面積（基幹作及び二毛作）の合計が３ｈａ
以上（東和・津山地区は２ｈａ以上）であること。
③大豆については、別紙３に定める技術要件のうち、３つ以
上の取組を行うこと。

5 飼料用米集積化助成 1 10,000（上限16,000） 飼料用米

①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②自作地又は農作業受託地における飼料用米の作付面積
の合計が２ｈａ以上であること。
③新規需要米取組計画の認定を受けること。

6 新市場開拓用米低コスト加速化助成 1 3,000（上限5,000） 新市場開拓用米

①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②別紙５に定める低コスト技術要件のうち、３つ以上の取組
を行うこと。
③新規需要米取組計画の認定を受けること。

7 新市場開拓用米多収系品種導入助成 1 5,000（上限8,000） 新市場開拓用米

①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②新規需要米取組計画の認定を受けること。
③多収系品種（つきあかり、ゆみあずさ、萌えみのり、ちほ
みのり）で取組むこと。

8 二毛作助成（戦略作物） 2 5,000（上限8,000） 麦、大豆、飼料作物、そば

①麦・大豆・そばにおいては、実需者との契約により生産・
出荷・販売すること。飼料作物については、実需者と利用供
給協定を締結（自家利用の場合は自家利用計画書を策定）
すること。
②戦略作物同士又は戦略作物とそばの組み合わせである
こと。

9 二毛作助成（園芸作物等） 2 5,000（上限8,000） 「別紙1」の作物のとおり
①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②戦略作物と「別紙1」の作物の組み合わせ又は、「別紙1」
の作物同士の組み合わせであること。

10 耕畜連携助成（資源循環）（基幹作） 3 3,000（上限5,000） 飼料作物

①連携をする者の間で利用供給契約を締結すること。
②水田で生産された飼料作物の供給を受けた家畜の排せ
つ物から生産された堆肥を水田に散布すること。
③堆肥の散布は、１０ａ当たり２ｔ又は４㎡であること。

10 耕畜連携助成（資源循環）（二毛作） 4 3,000（上限5,000） 飼料作物

①連携をする者の間で利用供給契約を締結すること。
②水田で生産された飼料作物の供給を受けた家畜の排せ
つ物から生産された堆肥を水田に散布すること。
③堆肥の散布は、１０ａ当たり２ｔ又は４㎡であること。

10 耕畜連携助成（水田放牧）（基幹作） 3 3,000（上限5,000） 飼料作物

①連携をする者の間で利用供給契約を締結すること（自家
利用の場合は、利用計画書を提出すること。）。
②１ｈａ当たりの放牧頭数が成牛換算で２頭以上であること
（育成牛の場合は、２頭あたり成牛１頭とする）。
③対象牛は、月齢２４カ月以上の成牛（育成牛は月齢８カ月
以上）であること。

11 水田草地更新助成（基幹作） 1 2,000（上限3,000） 飼料作物

①耕起及び播種を行い、収穫しすること。
②実需者と利用協定を締結し、供給すること。ただし、自家
利用の場合は自家利用計画書を作成の上、収穫・給餌する
こと。

12 加工用米低コスト加速化助成 1 13,000（上限20,000） 加工用米

①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②別紙５に定める低コスト技術要件のうち、３つ以上の取組
を行うこと。
③新規需要米取組計画の認定を受けること。

13 園芸作物等新規拡大加算（基幹作） 1 8,000（上限13,000） 「別紙1」の作物のとおり

①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②作付けにおいて、主食用米の作付を１０ａ以上減少させ、
対象作物を１０ａ以上増加させること。ただし、主食用米を作
付けしていない場合は、賃貸借又は作業受託により経営面
積を拡大した場合は、対象とする。

14 【国枠】そば、なたね助成 1 20,000 そば 実需者との契約に基づき、生産・出荷・販売を行うこと。

15 【国枠】地力増進作物助成 1 0 地力増進作物
地力増進作物を作付けし、すき込みを行った後、麦・大豆・
高収益作物を生産・出荷・販売すること。

16 【国枠】新市場開拓用米助成 1 20,000 新市場開拓用米
①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②新規需要米取組計画の認定を受けること。

17
【国枠】新市場開拓用米複数年契約助

成
1 10,000 新市場開拓用米

①対象作物を生産・出荷・販売すること。
②新規需要米取組計画の認定を受けること。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入し
てください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してくださ
い。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



(別紙1)

区　分 作　　物　　名

野菜類
(※)

きゅうり、キャベツ、たまねぎ、ばれいしょ、にんじん、ね
ぎ、えだまめ、ほうれんそう、いちご、トマト、なす、未成熟
そらまめ、にら、にんにく、かぼちゃ、アスパラガス、雪菜、
ピーマン、すいか、メロン、ケール、はくさい、チコリ、レタ
ス、だいこん、ながいも、さといも、れんこん、しょうが、青
さやいんげん、スイートコーン、食用甘しょ、しろうり、とう
がらし、オクラ、セルリー、カリフラワー、ブロッコリー、春
菊、パセリ、ふき、しそ、らっきょう、ミョウガ、食用ぎく、
かぶ、ごぼう、やまいも、青さやえんどう、まるいも、みつ
ば、まくわうり、おおば、ししとう、モロヘイヤ、こまつな、
つるむらさき、つけな、つぼみ菜、なばな、アスパラ菜、ちぢ
み菜、菜の花、セロリ、ベビーリーフ、せり、くわい、わさ
び、ズッキーニ、ゴーヤ、筒菜、ヤーコン、みずな、チンゲン
サイ、パプリカ、スナップエンドウ、ささげ、菊いも、アロエ
ベラ、プチベール、芽キャベツ、じねんじょ、マコモダケ、ゆ
り根、クレソン、うど、しどけ、ぜんまい、タラノ芽、わら
び、まいたけ、しいたけ、えのきたけ、エリンギ、きくらげ、
しめじ、なめこ、ひらたけ、マッシュルーム、

花き類

チューリップ、きく、カーネーション、バラ、スターチス、ト
ルコギキョウ、ストック、かすみそう、アルストロメリア、キ
ンギョソウ、ガーベラ、ゆり、りんどう、アスター、芝草、ひ
まわり、あじさい、コスモス、ジャーマンアイリス、マリー
ゴールド、サルビア、ベコニア、マーガレット、はす、柳、南
天、ミズキ、スモークツリー、サツキ、桜、松、アジサイ、牡
丹、梅、萩、サザンカ、椿

果樹類

りんご、日本なし、西洋なし、もも、うめ、びわ、かき、く
り、イチジク、キウイフルーツ、くるみ、ブルーベリー、桑、
ざくろ、あんず、おうとう、ぶどう、すもも、ネクタリン、
パッションフルーツ

雑穀類 小豆

その他 たばこ

園芸作物等基本助成・園芸作物等作業集積助成・
二毛作助成・園芸作物等新規拡大加算　対象作物一覧


